
近
年
、成
長
著
し
い
メ
コ
ン
地
域
で
は
、

道
路
や
橋
と
い
っ
た
国
境
を
越
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
、

日
本
の
支
援
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

J
I
C
A
は
、国
境
税
関
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、

メ
コ
ン
地
域
の
発
展
と
統
合
を
後
押
し
す
る
た
め
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
。

ラ
オ
ス
と
タ
イ
を
訪
れ
、こ
う
し
た
協
力
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
や
人
々
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
久
野
真
一 

from メ コ ン
MEKONG

円借款としては、初めての2国間にまたがる広域インフラ整備と
なった第2メコン国際橋の建設。日本の企業を中心に、タイ・ラ
オス両国の企業や技術者が参加して工事が進められた

貨物を積んだ大型トラックが、タイ・
ムクダハンから第2メコン国際橋に
入り、対岸のラオス・サバナケットを
目指す。タイ側の出国審査を終えると、
左側通行（タイ）から右側通行（ラオ
ス）へと車線が変更される

国
際
橋
の
完
成
と 

東
西
回
廊
開
通
を
呼
び
水
に 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る 

 from
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肌
を
焦
が
す
よ
う
な
日
差
し
が
厳

し
い
４
月
中
旬
、
タ
イ
東
部
・
ム
ク
ダ

ハ
ン
か
ら
、
ラ
オ
ス
中
部
・
サ
バ
ナ

ケ
ッ
ト
に
向
か
う
た
め
、
メ
コ
ン
川

に
架
か
る
「
第
２
メ
コ
ン
国
際
橋
」

を
渡
っ
た
。
眼
下
に
望
む
メ
コ
ン
川

の
川
面
に
、
照
り
つ
け
る
太
陽
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。 

　
橋
の
全
長
は
約
１
６
０
０
メ
ー
ト

ル
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
、
大
勢
の
客
を
乗
せ
た
国
際
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
眺
望
を
楽
し
む
か

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
橋
を
通
っ
て

行
く
。
合
掌
し
た
手
の
形
を
連
想
さ

せ
る
、
橋
を
吊
り
上
げ
る
２
本
の
巨

大
な
支
柱
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
程
な

く
ラ
オ
ス
側
の
入
国
管
理
事
務
所
に

到
着
し
た
。 

 

２
０
０
６
年
12
月
に
完
成
し
た
第

２
メ
コ
ン
国
際
橋
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

詳
細
設
計
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、

建
設
の
た
め
の
円
借
款
が
供
与
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ミ

ャ
ン
マ
ー
ま
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

を
東
西
に
横
断
す
る
約
１
４
５
０
キ

ロ
の
「
東
西
経
済
回
廊
」
が
ほ
ぼ
開

通
。
以
前
は
海
上
ル
ー
ト
で
約
２
週

間
を
費
や
し
た
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
〜

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
間
の
物
流
が
、 

陸
路
で
約
３
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た
。 

入
国
管
理
事
務
所
で
は
、
到
着
し
た

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
か
ら
大
き
な
荷
物
を

抱
え
た
旅
行
客
が
ど
っ
と
降
り
て
く

る
。 

　
入
国
審
査
の
担
当
職
員
に
よ
る
と
、

こ
こ
で
の
出
入
国
は
１
日
に
１
０
０

０
人
を
超
え
る
と
い
う
。
す
で
に
１

日
20
便
以
上
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
両

国
を
行
き
来
し
て
お
り
、
乗
客
は
、

最
近
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
に
オ
ー
プ
ン
し

た
商
業
施
設
目
当
て
の
タ
イ
人
観
光

客
、
出
稼
ぎ
や
商
品
の
仕
入
れ
な
ど

で
タ
イ
に
渡
る
ラ
オ
ス
人
ら
が
中
心

だ
。 

　
東
西
回
廊
の
開
通
に
伴
い
、
サ
バ

ナ
ケ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
経
済
効
果
を

見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
提
案
に
基
づ
き
、
サ
バ
ナ
ケ

ッ
ト
近
郊
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
進
む

経
済
特
別
区
の
整
備
だ
。
よ
う
や
く

整
地
が
始
め
ら
れ
た
場
所
も
多
く
、

本
格
的
な
稼
動
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

優
遇
政
策
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
投

資
の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ
、
一
部

で
は
す
で
に
企
業
が
集
ま
り
操
業
を

始
め
て
い
る
。
今
後
、
大
規
模
な
工

場
や
倉
庫
、
貨
物
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

ほ
か
、
ホ
テ
ル
や
住
宅
な
ど
が
建
設

さ
れ
る
予
定
で
、
現
地
の
雇
用
拡
大

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。 

 

ベトナム

ラオス
ミャンマー

タ イ

ビエンチャン

バンコク
第2メコン 
国際橋 

友好橋 

ノンカイ 

ムクダハン 

サバナケット 

メコン川 

カンボジア
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ラ
オ
ス
国
際
橋
管
理
事
務
所
の
ザ

ヤ
ラ
ッ
ト
・
バ
ハ
ニ
ッ
ト
副
所
長
は
、

「
以
前
、
こ
こ
は
タ
イ
と
ラ
オ
ス
を
結

ぶ
小
さ
な
フ
ェ
リ
ー
が
通
る
だ
け
だ

っ
た
が
、国
際
橋
の
完
成
で
ヒ
ト
や
モ

ノ
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今

後
、
経
済
特
別
区
へ
の
企
業
進
出
や

投
資
が
拡
大
す
れ
ば
、
往
来
も
よ
り

活
発
に
な
り
、地
域
一
帯
の
経
済
発
展

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。 

　
ま
た
、
メ
コ
ン
地
域
で
物
流
事
業

を
展
開
す
る
日
本
ロ
ジ
テ
ム
株
式
会

社
の
杉
山
恵
一
さ
ん
は
、「
最
近
は
、

ラ
オ
ス
で
採
れ
る
鉱
物
や
、
今
年
開

業
し
た
タ
イ
系
砂
糖
工
場
な
ど
か
ら

の
貨
物
輸
送
の
需
要
が
目
立
っ
て
増

え
て
い
る
」
と
、
地
域
経
済
が
大
き

く
動
き
始
め
た
こ
と
を
日
々
実
感
し

て
い
る
。
同
社
で
は
東
西
回
廊
の
開

通
を
受
け
、
07
年
よ
り
経
済
特
別
区

内
に
拠
点
を
設
け
て
お
り
、
今
後
も

回
廊
を
利
用
し
た
国
際
貨
物
の
陸
上

輸
送
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。 

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
東
西
回
廊

を
呼
び
水
に
し
た
経
済
活
性
化
策
と

し
て
、
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
と
そ
の
周
辺

地
域
の
観
光
振
興
を
支
援
し
て
い
る
。

サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
の
歴
史
的
建
造
物
や
、
由

緒
あ
る
仏
教
寺
院
な
ど
が
あ
る
。
だ

が
、
以
前
は
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
観
光
情

報
の
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
十

分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
訪
れ
る
人
々

も
少
な
か
っ
た
。
最
近
、
利
用
者
が

急
増
し
て
い
る
商
業
施
設
も
、
地
域

全
体
に
経
済
的
効
果
を
波
及
さ
せ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
サ
バ
ナ
ケ

ッ
ト
県
の
観
光
振
興
計
画
の
策
定
の

ほ
か
、
案
内
所
や
ホ
テ
ル
と
い
っ
た

観
光
客
の
受
け
入
れ
施
設
に
配
る
観

光
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を

支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル
ル

ー
ト
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
、
観
光
案
内
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
改
善
、
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行

会
社
を
対
象
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
の

実
施
な
ど
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。 

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
サ
バ
ナ
ケ
ッ

ト
の
観
光
資
源
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
除
々

に
増
え
て
い
る
」
と
喜
ぶ
の
は
、
サ

バ
ナ
ケ
ッ
ト
観
光
局
の
ブ
ー
ン
ミ
ー
・

カ
ン
チ
ボ
ン
局
長
。「
こ
の
地
域
が
、

タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
た
だ
の
通

過
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な

い
。
観
光
振
興
を
通
じ
て
、
東
西
回

廊
を
通
る
人
々
を
呼
び
込
ん
で
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
る
。 

    

　
一
方
、ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

か
ら
タ
イ
東
北
部
の
町
ノ
ン
カ
イ
に

つ
な
が
る
国
際
橋
（
通
称
‥
友
好
橋
）

は
、ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
通
り
、
両
国
の
入
国

審
査
の
窓
口
や
荷
物
の
検
査
場
に
並

ぶ
人
々
の
列
が
続
く
。
一
角
に
は
、

大
型
車
両
を
そ
の
ま
ま
透
視
で
き
る

巨
大
な
Ｘ
線
検
査
装
置
も
見
え
る
。 

　
タ
イ
側
の
ノ
ン
カ
イ
税
関
は
、
08

年
２
月
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
う
「
メ

コ
ン
地
域
に
お
け
る
税
関
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
一
つ
。
メ
コ
ン

地
域
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
、

国
際
橋
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

と
も
に
、
国
境
を
越
え
る
ヒ
ト
や
モ

ノ
の
円
滑
な
移
動
が
カ
ギ
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
域
内
の
往
来
が
よ
り
活

発
に
な
る
中
、
通
関
手
続
き
の
迅
速

化
と
、
違
法
取
引
を
防
ぐ
国
境
で
の

監
視
強
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
麻
薬
の
密

輸
や
模
倣
品
と
い
っ
た
違
法
性
の
高

い
も
の
を
確
実
に
摘
発
し
、
同
時
に

安
全
な
貨
物
・
荷
物
や
人
の
越
境
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
た
め
の
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
能
力
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
カ
国
の
税
関
を

対
象
に
、
職
員
と
組
織
の
能
力
向
上

を
図
り
、
各
国
で
の
定

期
的
な
研
修
や
、
３
カ

国
合
同
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。 

　「
リ
ス
ク
が
高
い
か

低
い
か
の
判
断
に
は
、

個
人
の
過
去
の
履
歴
や

違
法
取
引
の
傾
向
な
ど
、

デ
ー
タ
を
使
っ
た
分
析

が
重
要
で
す
」。
セ
ミ

ナ
ー
に
毎
回
出
席
し
、

昨
年
は
日
本
で
の
研
修
に
も
参
加
し

た
と
い
う
、
ノ
ン
カ
イ
税
関
職
員
の

ウ
ィ
ス
タ
サ
ッ
ク
・
カ
ー
バ
ン
グ
ラ
チ

ャ
ン
さ
ん
は
言
う
。「
よ
り
精
度
の
高

い
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
や
、
リ
ス
ク

の
判
断
が
難
し
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の

取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
の

事
例
か
ら
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
税

関
業
務
の
円
滑
化
や
時
間
の
短
縮
化

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
、

そ
の
成
果
を
述
べ
る
。 

　
支
援
を
取
り
ま
と
め
る
の
は
、
日

本
で
税
関
の
要
職
を
長
年
務
め
た
経

験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
宇
野

悦
次
さ
ん
。「
メ
コ
ン
地
域
の
結
び
付

き
が
強
ま
り
、
国
境
の
往
来
が
増
え

て
い
る
中
で
、
安
全
な
も
の
は
素
早

く
通
し
、
逆
に
社
会
の
安
定
を
脅
か

す
も
の
は
し
っ
か
り
と
摘
発
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
的
に
は
、

域
内
共
通
の
税
関
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。 

　
域
内
の
経
済
規
模
や
制
度
面
で
の

格
差
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な

く
な
い
が
、
国
境
を
ま
た
ぐ
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
や
税
関
業
務
の
迅
速

化
な
ど
に
け
ん
引
さ
れ
、
メ
コ
ン
地

域
は
経
済
統
合
に
向
け
て
力
強
く
走

り
出
し
た
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

変
化
は
、
今
後
、
国
際
的
に
も
大
き

な
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。 

税
関
業
務
の
迅
速
化
と 

違
法
取
引
の
監
視
強
化
に
よ
り 

国
境
で
の
流
れ
を
円
滑
に 

2009年3月に開通したノンカイ～ビエンチャンを結ぶ国際列車。友好橋を渡り
ラオスに入る。その利便性から、日帰りでビエンチャン観光に訪れるタイ人観光
客が増えている

国際シャトルバスで橋を渡り、サバナケットに到着したタイ人観光客

サバナケットでタイ人観光客が入国審査を受ける。現状ではタイ出国時にも手
続きが必要なことから、審査が一度で済むワンストップ・サービスの導入が現在
進められている

ノンカイ税関で、職員と税関業務の進め方を
確認する宇野専門家（右から2人目）

バスの収納スペースを検査するウィス
タサックさん。ノンカイ税関を通過する
車両の数は、1カ月に約20万台
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サバナケットの観光資源を広く知って
もらうため、JICAの支援でさまざまな種
類の観光パンフレットが作られた。空港
やバスターミナル、ホテル、レストランな
どに置かれている
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